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 滝を登りたい人にお勧めする銘渓―――――――――――――――――――――――― 

北北北北ノノノノ又川又川又川又川        芝沢左岐左沢芝沢左岐左沢芝沢左岐左沢芝沢左岐左沢    
――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 大 野  

【日時】 2007年9月22日(土)～24日(月) 

【メンバー】L大野 木下 栗原 

 

 人の足跡を辿り、キジ跡を恐れつつテントを張るような沢は勘弁だが、未踏にこだわ

り記録のない重箱の隅路線を行く程の根性もない。しかし、越後の山々は、有名ルート

に決して劣ることのない銘渓を数多く懐に抱き、私を誘う。芝沢は、北ノ又川を辿り、

地図を眺めていて気になった。登山大系や関東周辺の沢の記述も怪しげでよい。「上信

越の沢」で絶賛しているが、他はろくに記録をみない。いつの間にか、芝沢は、私の目

標の沢の筆頭となっていた。 

 20年前に名著「親山遊谷」を読んで以来ずっと気になっていたという木下さんに、栗

原さんを加え、強力なメンバーが組み上がった。 

 

9999月月月月22222222日日日日((((土土土土))))    晴晴晴晴れれれれ後時後時後時後時々々々々曇曇曇曇りりりり    夕方一時雨夕方一時雨夕方一時雨夕方一時雨    
 石抱橋に車を置き、北ノ又右岸の道から坪倉沢を下って本流に下り立つ。水が冷たく

ない！水量が少ない。昨年は8月末と9月初に来たが、段々水がぬるくなっている。北ノ

又の関門、箱渕も「あれっ！？」という感覚。静かなトロは冷気をはき出しておらず、

普通に泳いで行けそう。栗原さんによれば先月には腰まで水に浸かったはずの右岸への

取り付きも、膝下まで。最近水が出たのかな

ぁ・・・。とはいえ、泳ぐのは体力を消耗する

ので、予定通り踏跡をたどる。さらに、泳ぎを

交えて2時間程でいよいよ芝沢出合いだ。 

 日差しが差すなか、圧迫感のないゴルジュが

気持ちいい。地図上は雪渓マークの辺りからは

谷も開け、柔らかな草付きの緑に越後の沢の優

しさを感じる。小滝を越え、谷が左折する辺り

からゴルジュが深くなり、泳ぎが連続する。泳

ぎを避けようとすると厳しそうだが、気温が高

く、水量も少ないので楽しく突破できる。ただ、

水流中の岩がえらく滑るので、水から這い上が

るのに時折苦労する。全体にもっとオドロオド

ロしい所と思っていたが、白い岩盤に光が当た

る沢は思いの外明るい。 
【二股までのゴルジュ】 
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 難しそうな滝が先に見える右岐出合いから、いよいよ左岐の核心部に入る。最初の滝

は右壁で念のためロープを出すが容易。右

に左にと弱点を探り、ゴルジュの中に入っ

ていくと、第1の関門。5mの滝は左岸に濡れ

たバンドが続き、一部被っていて、ザック

を背負うと厳しそう。空荷トップの栗原さ

んはバンドはさくっと越えたが、その先の

ナメで少々苦労していたが、ラストで行っ

て納得。傾斜はごくごく緩いが、滑ったナ

メにアクアステルスが実によく滑る。滑る

ナメにザックを積み上げ、一本ハーケンで

確保する栗原さんからアブミを渡され、

「そのまま登れ」。3m弱のハング気味の壁

にハーケンを一本打ち、中程の頼りない残

置にアブミをかけて強引に這い上がった。

10m滝を左から、続く20m滝は栗原さんリー

ドで右のリッジから回り込むように登る。

さらに10mの滝を右から越え、三段15mの滝

の下で一休み。滝が息つく間もなく現れ、

実に楽しい。振り返ると、先ほどの二股はまだすぐそこだ。 

次の滝は、下段を右から登り、中段を左に渡って突破。ゴルジュが狭まった先に現れ

る4m滝は、ウェットスーツに身を包んだ栗原さんが突破を試みるが震えて戻ってきたの

で、空荷で挑戦。左壁から回り込んだ先が滑っていて苦労するが、アクロバティックな

動きで登りきった。左岸から枝沢が緩やかなナメ滝となって入っており、ERとしても使

えそうだ。沢は少し開けるが、泳ぎを避けて不用意に高巻くと怖い思いをする。 

行く手には右沢が形作る恐ろしい気配が広がるが、目指す左沢は唐突に右岸から落ち

込んで来る。出合いの滝は登れそうであったが、その上が厳しそうなので右のルンゼか

ら一気に巻いてしまう。結果的に、これが今回唯一の高巻きとなった。水流に戻ると、

薪がそこかしこに転がる絶好の幕場で、迷わず幕とする。 

ビールを冷やし、土木工事をしてツェルトを張り、薪集めの最中に雨が降り出したの

で、一旦ツェルトの下に撤収して乾杯。20分ほどで雨がやんだので外に出て、火を付け

るとあっという間に火がつき、良い火となった。本当に木が乾いている。沢中ここだけ、

という感じの穏やかな空間で焚き火を囲み、至福の時を過ごした。 

  

9999月月月月23232323日日日日((((日日日日))))    曇曇曇曇りりりり    
 4時半起床。雨はほとんど降らず。昨夜、直径30cmの薪をぶち込んでおいた効果で、火

種は残っており、あっという間に良い焚き火ができあがった。曇り空の下、ガスが漂い、



 

http://www.tomanokaze.dojin.com/ 

立ち去り難い雰囲気であったが意を決して出

発。 

 源頭の小滝と言って良いようなナメ滝が穏

やかな空間の出口。沢は次第に厳しさを増し、

4m滝を右の凹角からショルダーで越え、小滝を

いくつか過ぎると沢は左に曲がり、ガスの中、

遙か高みから水を落とす3段80m滝となる。左壁

に40mロープを伸ばす。アクアステルスのフリ

クションにものを言わせて快適に登る。中段は

簡単に右を登る。と、木下さんの悲鳴。栗原さ

んがお助けを放す「意地悪」をして釜に落ちた

木下さん。意思疎通は密接にね！上段は、木下

さんが念のためにロープを引いていったが、滑

った岩は意外と悪かった。 

 上段を越えるとガスの上に出、曇り空ではあるが明るい雰囲気となる。さらに小滝が

続くが、いずれも楽しく登っていくことができる。やがて、明るく開けてゴーロも出て

きた。 

標高1340mで沢が右に曲がるとゴルジュの奥に5mほどの滝が見える。遠目には登れず、

木下・栗原は高巻きの準備を始めるが、直登

に拘る大野が滝に近づくと、右壁を何とか登

れそう。少々細かいが、ホールド・スタンス

は確実にあり、Ⅳ＋程度。この後は明るいナ

メ滝が連続し、越後の沢の源頭という感じで

美しい。左岸から枝沢を入れると、沢はゴー

ロとなり、源頭の様相となる。 

奥の二股で目指す沢は、右から滝となって

落ちてくる。小滝を越え、5mの滝は左を巻く

のが常道であろうが、これも直登に拘り、少

し巻き気味となったが右壁を登った。その先

は、三段50m滝が見える。ここは、三段目のみ

ロープを出したが、ここもアクアステルスの

威力で、右壁を快適なクライミングが楽しめ

る。この少し上で水はほとんど涸れてしまい、

最後の二股を左にはいると、涸れ沢とな

る。ゴーロが続いた後、湿った滝がいく
【三段滝下段を登る】 

【源頭の三段滝】 
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つも現れるが、いずれも問題なく

登ることができる。やがて両岸が

低くなり、草原状となり、ほとん

どヤブこぎもなく登山道にたど

り着いた。皆で握手。 

時間もあるので駒の小屋まで。

稜線から、芝沢各沢の源頭を眺め

つつのんびりと歩き、銅倉Pは少

し遠いのか入らない。国境稜線の

方向は雲がべったり張り付いて

おり、越後沢を計画していた飯田

Pが心配だがこれも無線は入らな

い（飯豊に転進していた）。

メルガ股の田辺Pからは報告が入った。大幽には手嶋Pも入っており、見渡す山々にトマ

のパーティーがそこかしこと思うと、何か嬉しくなってくる。 

 

9999月月月月24242424日日日日((((月月月月))))    晴晴晴晴れれれれ時時時時々々々々曇曇曇曇りりりり    
 本日も良い天気。日の出が美しい。ただし、兎岳の向こうの国境稜線には、雲がべっ

たりである。銅倉パーティーはガスの中寒い思いをしていた由であり、山の天気の違い

を痛感する。 

 今日は、のんびり下るだけ。木下さんの記憶に従い、道行新道に入る。道行山には、

道標もあり、銀山平に下るなら早いルートである。林道であった地元の人と思しきひと

は、キノコが全く出てきていないと嘆いていた。 

 開いたばかりの白銀の湯で一番風呂を浴び、いつもの「じねん」で昼食をいただき、

充実した山行を終えた。 

 

 芝沢左岐左沢は、想像していたよりずっと明るく、また、ほとんどの滝を快適に直登

できる銘渓であった。目標としていた山行を終え、次は右岐沢か板倉沢と思いはつなが

っていく。雪山沢は10月に計画を立てる予定。モチガハナのスラブ沢なども楽しそう。

一部の人にはマニアックともいわれても、しばらく、気になる所をつなげていく、こう

いう山行を続けていきたい。 

【行程】9/22 石抱橋(7:00)－芝沢出合(9:30)－右岐出合(11:00)－左沢C1(15:00) 

9/23 C1(6:40)－奥の二股(9:30)－稜線(12:00)－ 駒の小屋C2(15:30) 

9/24 C2(6:30)－石抱橋(9:45) 

【地図】八海山、奥只見湖 

【グレード】4級（雪渓や気温によっては5級を付けたくなるかも）

【越後駒にて】 
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